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成果概要：
⽇本語⼤規模⾔語モデル(LLM)の安全性、信頼性、⾔語理解、創作能⼒の向上を⽬指した研究を実施した。具体的には、マルチターン対話の安全性を評価する「JMT-
Safety」、⼿順型応答の妥当性を問う「ProcedureFC」、⾞載対話の品質検証基盤「JaCarEval」を構築した。また、複合動詞の内部表現分析によるLLMの意味理解の分析、
強化学習による⽇本語ラップ歌詞の⽣成を実現した。このように、実社会の多様な要求に応える⾔語処理技術に関する成果を得た。

成果のポイント：
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計算機の⽂章読解・⽣成能⼒の向上、評価に関して、⼤規模⾔語モデル(LLM)を核とした以下の研究を実施した。
• 対話の安全性評価: ⽇本語マルチターン対話の安全性評価ベンチマーク「JMT-Safety」を構築した。マルチ

ターン対話での有害応答率がシングルターンに⽐べ最⼤約3.9倍に達する脆弱性を明らかにした。
• ⼿順型応答の信頼性向上: ⼿順型応答に特化した⾃動ファクトチェック枠組み「ProcedureFC」(図1)を開発し

た。⼿順をステップやフローチャートに分解して検証する⼿法により、⾼精度なハルシネーション検出を実現
した。

• ⾞載対話の品質検証: ⽇本語⾞載対話アシスタントを対象とした評価フレームワーク「JaCarEval」を構築した。
対話応答の適切性判定に加え、評価器⾃体の識別性能を定量的に検証するメタ評価基盤を確⽴した。

• 複合動詞の意味理解分析: プロービング⼿法を⽤い、LLMが⽇本語複合動詞を内部でどう捉えているかを分析
した。LLMが複合動詞を構成動詞の単純合成ではなく⼀つのまとまり(コンストラクション)として内部表現に
保持していることを実証した。

• 強化学習によるラップ歌詞⽣成: 強化学習の⼀⼿法であるGRPOを利⽤し、既存歌詞に依存しない⽇本語ラッ
プの歌詞⽣成モデルを構築した。独⾃の報酬関数を設計することで、モデルが⾃律的に⾼度な押韻能⼒を獲得
できることを⽰した。

これらの研究を通じ、⽇本語LLMの安全性、信頼性、および⾼度な⾔語理解と創作能⼒の実現に貢献した 。

図1: ProcedureFCの概要


